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八枚田の田植え（写真研究会集団新白石）

宿属憲章
住みよい自石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち自石市民は

　自然を愛し　佐みよい白石を　つく1）ます、

文化を高め　美しい心を　そだてます。

健康で　あたたかい家庭を　きずきます．

仕事には1ナみ　豊かな租5土を　つくります。

　きまりを守り　明るい社会を　きずきます。
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昨年の総合防災訓練（第一小学校）

●
　
●
　
●
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あ
の
い
ま
わ
し
い
宮
城
県
沖
地
震

か
ら
二
年
、
白
石
市
で
も
痛
ま
し
い

犠
牲
者
が
出
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験

を
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

六
月
十
二
e
を
「
県
民
防
災
の
日
」

と
し
県
下
一
斉
に
総
合
防
災
訓
練
が

昨
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
白
石
市
で
は
次
の
と
お
り

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

総
合
　
防
災
訓

練

　
争
年
の
総
台
防
災
訓
練
は
「
た
月

十
二
日
、
午
前
九
時
三
十
分
、
宮
城

県
地
方
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五

総合防災訓練

の
大
地
震
が
発
生
」
レ
5
想
定
に
よ

り
行
い
ま
す

　
場
所
は
、
市
内
小
中
学
伎
、
特
に

自
．
石
第
二
小
学
佼
と
大
．
平
小
学
校
を

重
点
と
し
！
．
、
お
よ
そ
死
千
八
、
が
参

加
し
ま
す
，
許
現
場
の
訓
練
は
次
の

と
お
り
（
」
す
．

▼
第
一
現
場
－
第
二
小
学
校

○
相
心
｛
吃
哲
校
卦
口
が
山
朋
距
犠
、
　
赤
、
男
、
が
な
死

　
生
、
避
難
中
に
負
傷
者
が
出
た
．

　
ま
た
、
附
近
の
信
号
機
も
故
障
し

　
幹
線
道
路
は
交
通
マ
ヒ
陵
旨
、
に
陥

　
っ
た
，

Q
内
容
桂
児
童
の
避
椎
訓
練
、
浦
防

　
署
、
市
消
防
団
の
消
火
訓
練
、
消

　
防
署
救
急
隊
の
救
助
訓
棟
、
警
察

　
署
、
交
通
指
導
隊
の
交
通
規
制
訓

　
練
を
行
な
い
ま
す
。

▼
第
二
現
場
拝
大
平
小
学
校

C
想
定
”
校
吉
か
ら
火
災
が
発
生
し

　
小
学
校
一
帯
で
、
水
道
施
設
が
破
損

　
し
断
水
地
帯
が
出
た
，

Q
内
容
目
生
徒
の
避
難
訓
練
、
婦
氏

　
防
火
2
つ
ブ
に
よ
る
初
期
消
火
訓

　
練
と
炊
き
出
し
訓
練
、
給
水
訓
練

　
等

▽
そ
の
他
各
小
、
中
学
校

　
生
徒
の
避
難
訓
練
、
消
火
訓
練

射
ド
ア
を
開
け
よ
う

　
ア
・
、
ー
ト
な
ど
で
、
は
、
建
物
か
ゆ

　
が
ん
で
、
ド
ア
が
開
か
な
く
な
っ
た

　
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
出

　
口
の
確
保
は
絶
対
に
必
要
で
す
。

謝
す
ば
や
く
火
の
始
末

　
「
グ
ラ
一
と
き
た
ら
火
の
始
末
」

　
は
も
は
や
常
識
で
す
。
宮
城
県
沖

　
地
震
で
は
九
十
二
否
の
家
庭
で
火

　
を
消
し
て
お
り
、
市
民
の
意
識
の

　
高
さ
が
二
次
災
害
を
防
ぎ
ま
し
た
。

③
背
の
低
い
家
具
に
身
を
か
く
す

　
テ
ー
ブ
ル
、
机
、
べ
・
ト
な
ど
背

　
の
低
い
家
具
に
も
ぐ
り
込
み
、
し

　
ば
ら
く
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

日

頃
の

心
構
え

1
、
い
ざ
と
い
う
時
に
家
の
中
で
身

　
を
寄
せ
る
安
全
な
場
所
を
決
め
で
、

　
お
き
、
外
乃
壁
江
場
所
も
樫
、
し
1

　
お
く
こ
－
’
｝
）

　
は
一
ヵ
所
に
ま
ヒ
め
で
、
県
葦
し
、

　
す
ぐ
取
り
出
せ
る
よ
、
つ
に
し
で
、
お
、

　
、
，
一
し
、
　
．
，
p

　
　
常
に
L
筐
哀
を
備
え
イ
．
お
き
、

　
そ
の
中
味
や
常
備
品
を
宅
期
的
に

　
点
検
、
補
充
し
！
・
．
お
・
」
一
．
」
。

　
震
の
揺
れ
で
、
も
倒
れ
な
い
よ
．
つ
に

　
し
で
、
お
く
こ
と
、

　
に
ま
と
め
イ
、
保
、
．
昌
し
、
地
辰
の
揺

　
れ
で
落
ち
た
り
倒
れ
た
つ
し
な
い
、

　
よ
う
に
し
で
．
お
く
二
と
ウ

　
の
方
法
ぎ
注
つ
U
！
－
、
、
詰
－
k
肢
．
、

　
で
『
お
，
‘
、
こ
と
，

2
、
預
金
通
帳
．
実
印
な
ど
貴
重
品

4
、
家
具
に
は
止
め
具
を
つ
、
汀
、
地

5
、
危
険
な
薬
品
物
’
．
急
、
ほ
一
ウ
所

6
、
家
族
同
士
で
．
避
碓
場
所
う
・
避
礁

茸

市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　
六
月
十
二
日
九
時
三
十
分
に
、
市

内
の
サ
イ
レ
ン
及
ぴ
鐘
が
一
斉
に
打

ち
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
総
含
防

災
訓
練
開
始
を
告
げ
る
台
図
で
す
．

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
二
の
含
図
と

同
時
に
次
の
三
つ
の
行
動
を
取
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
薪
、

－
諺
－
託
　
　
イ
　
催
竪

　
　
解
誌
．
、
、
』

　
　
懇
斌
繍
．
、

攣
》
、
心

癒態．

㌫
羅
暫
㌦
駄
熱

　
多
数
乃
疋
傷
者
を
出
し
帽
．
宮
城
県

申
犬
地
叢
．
レ
一
・
に
一
ロ
，
、
塀
等

に
本
㌧
き
な
仕
芸
問
題
と
な
っ
で
．
い
ま

し
た
．
、
県
凸
講
助
要
洞
に
基
づ
き
、

づ
ロ
，
・
悼
塀
劇
壊
防
止
除
＋
［
二
畢
当
葦
欄

非常時持出品の備え
　飲料水1水筒1、食料2～3H分
1卓乞ノぐン、カン占吉、カン切り、食

土盆など）、貴重曜誰頁　‘現’金、　貝宇金走重

帳、印鑑など）、壊中電灯、ロー一ノ
ク、マ・チ、1・ランジスターラジ
オ、下着1～2枚、手ぬ＼い、ビ
ニー’レ。5、ろしき、綱ひも、手袋、

ちり1氏、ヘルメ　トなどの保安帽、
応急医薬品、身分識別カード‘血
液F製記入｝

’
3

度：　う　助　で甚　に　町　　　∫『り

は年盆’革よに二主
五計を倒にる面れ制
呼画出壊台度しは嘆
をです防致吾た’争
予1予ヒ止Lを岬一’r
這うし1履て受ロ1り
しもう　Lけ　’1暫

、
工
鼻
・
資
E
浦
絢

　
　
ー
や
俘
岨
．
宰

．
塀
f
、
　
地
震

た
も
凸
、
逮
築

’
、
弘
い
も
∩
“
、
塾
ど

1
去
一
工
事
に
附

え口；

口
で
、
み
う
二
　
三

の
f
、
す
か
へ
『
’
年

－
、
お
り
半
ン
す

▽
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

　
η
、
サ
ー
牛
β
ー
ン
内
、
そ
の
他
の

趙
学
路
等
に
面
し
た
倒
壊
な
ど
の
危
「

隣
性
口
あ
る
ヴ
ロ
げ
7
塀
等
を
除
却
．

し
．
安
全
な
も
凸
と
す
る
工
事
を
行
．

つ
与
．

▽
補
助
金
の
額

　
除
却
す
る
ガ
ロ
，
ク
塀
等
（
道
路

に
面
す
る
部
分
に
限
り
ま
す
）
の
面
【

積
一
平
方
眉
当
り
二
千
五
百
円
と
し
一

七
万
五
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
問
及
び
場
所

　
昭
和
五
十
五
年
三
月
一
日
～
昭
和

五
士
＾
、
年
二
月
二
十
五
日
ま
で
．

　
白
百
市
没
所
逮
設
課
、
く
わ
し
く

は
鴛
五
－
二
二
一
内
線
二
四
〇
ー

二
四
丁
、
．

工
事
資
金
融
資

　
　
　
　
（
漉
、
害
復
興
住
宅
資
金
）

▽
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方

　
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
リ
ブ
ロ
ソ
ク

塀
な
と
に
被
害
を
受
け
た
た
め
に
、

テ
ゴ
一
な
塀
’
、
ふ
ど
を
つ
く
り
直
す
方
。

7
融
資
額

　
十
万
円
か
ら
三
百
十
万
円
ま
で
。

7
利
率
と
返
済
期
問

　
年
五
2
㌘
五
剃
ノ
ー
、
十
年
以
内
（
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▽
申
込
受
付
期
限
及
び
場
所

　
昭
和
五
十
五
年
六
月
十
一
日
ま
で

注
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店

3
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縛診層
　　　ノ葬生
牝募み　．。

臨訟、翻

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

こ
の
春
、
希
望
に
瞳
を
輝
か
せ
て
多
く
4

若
者
が
社
会
人
の
仲
間
入
轍
虜
、
し
憲
し
た

今
月
号
て
は
、
ア
・
，
－

ち
、
よ
う
や
く
仕
事
ぐ
唇

、
一

か
　
　
　
）
〆
鴇
シ
・
、
皿
ウ
⊥

ン
”
の
五
人
の
方
に
登
場
し
’
、
い
た
た
多
。
奮

し
た

／ろしく。新人です。

　
　
　
　
　
　
　
エ
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
、
寡
の
腕
し
だ
い
と
い

麟巌
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
元
剤
輩
ぱ
荏
事
は
出
堂
せ
ん
離
し
い
て
す
ヨ
ぜ
早

　
　
　
　
　
　
　
り
根
憂
塾
窪
襲
洋
な
い
愚
㌧
現
侯
二
乃
墨

饗
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
　
’
　
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
を
目
指
し
勉
強
中
と
い
う

．
七
．
薩
町
！
出
身
．

－
　
1
丁
し
し
／
、
、
』
．
〔
－
げ
し
一
塩
リ
ヲ
．
』

㌧ア1

春

し今1

仔い

た点

いモ
と頑
い秦

塘

魁

いつも笑顔

　　を忘れず

佐藤日登美さん

蔵本字一本木

藻
ト

購
　
莞
、

よろしく。

』判

新人です。

薮
叢

新人です。よろしく。

葦
－
－
　
　
姓
鹸

饗累欝

　
　
　
ん
一
年
間
、
仙
台
の
警
察
学
校
で
董
祭
官
と
し
て
の
心
構
え
や

　
　
二
さ
　
法
令
、
逮
捕
術
な
ど
を
マ
ス
タ
ー
．
そ
三
－
、
、
こ
の
ほ
ど
白
石

　
　
こ

　
　
官
司
沢
婁
署
の
駅
前
派
出
置
配
属
さ
れ
た
一
二
塚
さ
ぺ

　
　
　
　
　
と
い
う
。
築
館
町
の
出
身
。

「
男
モ
声
が
小
さ
い
で
す
ヨ
！
」
と
注
意
す
る
士
界
音
楽
室
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

に
響
く
．
す
っ
か
り
板
に
つ
い
た
感
じ
の
丹
野
先
‡
で
も
、
　
㌧
さ

劒
甥
酔
畷
瞳
留
鑛
け
る
前
侵
一
度
深
呼
吸
を
し
　
胱
枝
森

こ
の
春
か
畠
中
学
校
で
蓋
Ψ
音
楽
を
担
当
・
生
徒
た
ち
を
に
一
　
ヶ

あ
交
流
が
始
ま
っ
て
ま
だ
わ
ず
か
だ
な
丹
野
先
生
忽
は
係
切
　
　
仔

難
縫
獣
韓
蕪
墾
難
璽
野
劃

い
で
す
独
｝
・
ぱ
㌧
松
島
町
の
出
身
　
信
丹

脚

響
’

≒
ず
÷

＜
議
・
、

霧

！
ん
　
　
「
和
牛
の
肉
は
口
賢
の
点
で
外
国
産
に
負
け
な
い
の
で
、
将

0
さ
　
来
は
和
牛
経
営
を
目
指
し
た
い
で
す
穐
」
と
抱
負
キ
、
語
る
鈴
木

G
一
袋
さ
ん
．

幾
祐
賑
昨
籠
縫
器
鷺
羅
欝
篶
鰍

経
向
　
　
福
　
角
急
き
ょ
和
牛
飼
育
に
方
向
転
橡
．
す
ぐ
論
牛
を
解
と

牛
木
鶴
諮
靴
顧
稼
ひ
韓
叙
け
鶉
諏
指
濫
難

和
鈴
．
向
ぞ
の
意
欲
を
示
し
て
く
れ
有

新人です。よろしく。

5
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／

／
／
し
、

この一票わたしの声を国政に
　投票日6月22目
　　　　　　　　　　　・衆議院議員総選挙
　　　　　　　　　　　・最高裁判所裁判官国民審査
　　　　　　　　　　　・参議院議員通常選挙

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高
裁
判

所
裁
判
官
、
国
民
審
査
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
六
月
こ
十
二
日
行
わ

れ
ま
す
。

　
投
票
日
の
午
前
七
時
、
午
後
一
時

に
打
ち
上
げ
花
火
で
合
図
し
ま
す
か

ら
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
は
候
補
者
の

政
見
な
ど
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、

よ
く
考
え
f
、
、
み
ん
な
一
て
ろ
っ
で
、
投

票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
候
補
者
の
氏
呂
、
経
歴
、
政
見
な

ど
を
知
っ
で
、
も
ら
う
た
め
に
、
市
内

二
百
二
十
九
ヵ
所
に
ポ
ワ
、
ク
ー
が
掲

示
さ
れ
、
選
挙
公
報
が
谷
家
庭
に
配

付
さ
れ
、
ま
た
テ
レ
ビ
や
弓
ン
†
’
、

政
見
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
、

《
選
挙
人
名
簿
》

　
選
挙
潅
は
日
本
国
民
で
、
満
二
十
歳

以
上
の
方
が
有
し
ま
す
．
、
へ
昭
和
三
十

五
年
六
月
二
十
三
日
ま
で
、
に
生
れ
た

へ
）
今
回
使
用
す
る
選
挙
へ
呂
簿
は

昭
和
五
卜
五
年
五
月
二
十
八
日
〔
唐

阜
日
》
現
在
調
整
の
名
簿
で
、
、
昭
和

五
十
．
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
．
に
転

友
届
を
し
、
引
続
き
白
石
市
に
居
往

し
て
い
る
人

〈
不
在
者
投
票
》

　
投
票
日
の
六
月
二
十
二
日
に
職
務

業
務
、
や
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事

故
や
病
気
等
の
理
由
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
八
ば
、
不
庄
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
投
票
で
き
る
の
は
、
衆
議
院
議
員

選
挙
は
六
月
二
日
か
ら
六
月
二
十
一

日
ま
で
、
国
民
審
査
は
六
月
十
二
日

か
ら
六
月
二
十
一
日
ま
で
、
参
議
院

議
員
選
挙
は
五
月
三
十
日
か
ら
六
月

二
十
一
日
ま
で
、
時
間
は
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　
不
在
者
投
票
を
す
る
と
き
は
、
市

選
挙
旨
理
委
員
会
へ
印
鑑
を
持
参
し

！
」
丁
在
者
投
票
請
求
兼
宣
誓
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
》

　
　
　
　
　
　
　
（
在
宅
投
票
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者

手
帳
に
両
下
肢
等
の
程
度
が
一
級
も

し
く
は
二
級
又
は
第
二
項
症
、
心
臓

等
の
障
害
に
あ
っ
で
．
は
一
級
も
し
，
＼

は
二
級
又
は
第
三
項
症
ま
で
で
あ
る

も
の
と
し
で
、
記
載
さ
れ
た
入
。

　
こ
の
場
合
、
所
定
の
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
早
め
に
市
選
挙
管
理
委

貝
会
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

《
代
理
投
票
》

選
挙
八
が
投
票
に
際
し
、
身
体
の

㎜
．
♪
鑛
禰

　
　
　
　
、
鵬

票
”
　
響
轟

投
　
　
－
，
灘
岬

いよ
鐘
、
謙
・
霧
．

よく見．よく聞き．よい判1
　　』辮　　　　　　　　　’畿＝　ξ襟

v　聖

故
障
等
に
よ
り
候
補
者
の
氏
名
を
自

書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

代
理
投
票
を
行
う
二
と
が
で
き
ま
す
。

　
代
理
投
票
と
は
、
そ
の
選
挙
へ
に

代
っ
て
代
理
者
が
投
票
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙
へ
が
直
接
投
票

所
に
行
っ
て
代
理
投
票
を
申
し
出
る

と
、
代
理
投
票
補
助
者
が
代
っ
て
書

い
て
く
れ
ま
す
。
投
票
の
秘
密
保
持

は
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
無
理
に
書
こ
う
と
し
て
、
投
票
の

判
定
で
無
効
に
な
る
二
と
が
あ
り
ま

す
の
で
こ
の
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。

〈
入

融
－

場

灘騨
　
澱饗

転
離鑑捻

券
》

　
郵
送
に
よ
り
各
世
帯
主
あ
て
に
配

付
い
た
し
ま
す
．
、
入
場
券
は
二
名
記

載
用
は
が
き
で
あ
り
ま
す
の
で
各
自

切
り
は
な
し
持
参
し
で
、
下
さ
い
。
な

お
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
市
選

挙
管
理
委
口
貝
会
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

面
五
i
一
二
一
一
内
線
一
六
一

6

少
年
を
悪
環
境
か
ら

　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
こ
の
た
び
、
白
石
地
区
が
「
少
年

を
守
る
環
境
浄
化
重
点
地
区
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
う
け
て
、
白
石
市
、
教
育

委
員
会
、
校
長
会
を
は
じ
め
と
し
て

市
内
十
八
団
体
が
、
白
石
少
年
を
守

る
環
境
浄
化
推
進
協
議
会
を
結
成
し

さ
ら
に
実
践
活
動
の
で
き
る
推
進
委

員
二
十
二
名
と
共
に
活
動
を
展
開
し

　警
、劉

噸輪総矯

遷

欝

で
、
い
！
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

、
○
ポ
ル
ノ
雑
誌
等
子
供
に
見
せ
た
く

　
な
い
図
書
類

○
雑
誌
や
酒
、
タ
バ
コ
、
衛
生
器
具

　
等
子
供
に
買
わ
せ
た
く
な
い
物
品

　
の
自
動
販
士
冗
機

○
非
庁
の
温
床
と
な
り
易
い
た
ま
り

　
場

○
シ
ン
ナ
ー
ボ
ン
ト
遊
び
の
材
料
と

漸
、
・

宵、

鋸醇

・
癬

昨年11月に行われた青少年健全育成推進大会の模様

　
な
る
有
機
溶
剤
（
ボ
ン
ド
・
ラ
バ

　
ー
七
メ
ン
ト
等
）
の
販
売
店
等
の

実
態
調
査
を
行
い
、
撤
去
の
働
き
か

け
を
行
つ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
昨
年
十
一
月
に
青
少

年
を
守
る
市
民
会
、
議
が
結
成
さ
れ
、

少
年
問
題
に
関
心
の
高
ま
つ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ず
が
、
こ
の
運
動
を
通
し

て
さ
ら
に
、
「
モ
デ
ル
地
区
」
が
名
実

共
に
な
る
よ
う
、
白
石
地
区
の
方
の

み
で
な
く
市
民
総
参
加
の
運
動
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
少
年
の
非
行
化
要
因
は
少
年
の
も

つ
素
質
的
な
も
の
の
み
で
な
く
少
年

を
と
り
ま
く
環
境
に
も
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
．
）

　
大
人
の
目
に
は
大
し
た
事
の
な
い

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
臼
石
警

察
署
、
防
犯
少
年
課
（
溶
五
～
二
一

三
八
内
線
三
六
）
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

　
ま
た
各
小
学
校
の
児
童
に
「
笑
顔

と
対
話
で
つ
く
る
明
る
い
家
庭
」
と

い
う
ス
テ
ツ
カ
ー
を
配
付
し
ま
し
た

の
で
見
や
す
い
場
所
に
提
示
し
、
家
族

み
ん
な
で
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

離
驚
躯
羅
壌
蕊

麟
　
嫉
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動

　　　　　　　　　　　　　轟

　　　　　　　　　　　　　ヲ

　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　（

　　　　　　　　　、
　　　　　　　　・ぐ　　　　　　　＼

　　　憩
　
新
県
民
生
活
運
動
は
、
明
る
い
注

み
よ
い
真
に
豊
か
な
白
石
市
を
つ
ぐ

り
あ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
で
、
市
民

｝
入
一
へ
が
自
主
的
に
実
践
活
動
を

行
ら
運
動
で
す
．
五
十
五
年
度
も
前

年
度
と
同
様
次
の
五
つ
の
目
標
を
か

か
げ
、
関
係
機
関
な
ら
び
に
ボ
弓
・

テ
ィ
ア
等
の
理
解
と
協
力
を
得
で
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
づ
く
り
を
椎
進

す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
杜
会
経
済

情
勢
を
考
慮
し
、
省
資
源
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
重
点
と
し
で
、
運
動
を
推
進

し
ま
す
、

…
心
の
ふ
れ
あ
う
社
会
を
つ
く
る
運
動

　
○
心
の
ふ
れ
あ
う
新
し
い
ふ
る
さ

　
と
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

　
・
一

愛
ゐ
輪
を
あ
た
た
か
い
心
で
ひ

　
ろ
ふ
’
山
虫
ー
げ
、
．
’
・
つ
。

　
こ
善
地
域
て
の
諸
会
含
に
み
ん
な

　
で
、
憤
亟
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

の
資
源
エ
ネ
ル
ぶ
ー
を
大
切
に
す
る

　
運
動

　
○
資
源
エ
ネ
ル
キ
ー
を
大
切
に
し

　
ま
し
ょ
う
、

　
G
生
活
を
見
直
し
ム
タ
を
な
く
し

　
ま
曽
『
ピ
よ
・
つ
い

　
0
冠
椿
葬
祭
簡
素
化
運
動
を
す
す

　
め
ま
し
ょ
ら
。

　
ー
リ
貢
潭
の
再
利
用
に
努
め
ま
し
ょ

㈲
美
し
い
郷
土
を
つ
く
る
運
動

　
⊂
自
然
を
大
切
に
し
、
豊
か
で
美

　
し
h
郷
土
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
、

　
○
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
し

　
ふ
工
f
’
ト
マ
つ
、

鋤
健
康
と
安
全
を
ま
も
る
運
動

　
○
ス
ポ
ー
ρ
，
9
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
ン
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
凸
⊥
父
踊
｝
牛
ー
牛
キ
エ
よ
も
り
、
諭
父
涌
｝

　
事
故
を
な
：
し
ま
し
ょ
う
）

⑳
建
盆
な
青
一
年
を
育
て
る
運
動

　
⊂
青
少
年
ρ
健
全
育
成
に
努
め
ま

　
一
ト
・
ビ
つ
．
、
．

　
む
開
る
い
丁
庭
を
つ
，
！
り
ま
し
ょ

　
○
社
台
環
境
を
浄
化
し
ま
し
ょ
う
。

　
O
P
・
T
　
A
、
一
字
校
等
の
諸
会

　
き
に
は
進
∴
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

釘ノ



讐
鶏

よ語彰
卿

　
タ

戸
　
磁
踊

嚇
　
驚

　　　　　　　生演奏にウットリ

　白石市民吹奏楽団（代表；小室政敏さん1が二の

ほど市民会館で演奏会を開きました，

　同楽団は楽器をいじるのが何よりも大好きと言う

男女35入で3年前にスタート。定期的な演奏会も二

れで3回目を迎えるなど着実な歩みを続けている、

　演奏会では「ライツアウト」を皮

切りに、「思い出のサンフランシスコ」

や「サウンドオブミ土一ジ・ク」な

ど数々の曲を披露し、集まった入々

を魅了させました．

鵜

融傭磁

鍍
憂

魏

．厚　　　　　頻

　　　　ますます達者で長生きを／

　去る5月3日、越河公民館で地区敬老会が開かれ、

タクシーや孫に付き添われたおばあちゃんやおじい

ちゃん約100人が続々とつめかけました。鈴木市長

がrますます達者で長生きを……」と祝いの言葉を

述べたあと、75歳、喜寿、米寿の方に座布団、全員

　　　　南蔵王夏山開き

　南蔵王の夏山開きが5月17日から

18日にかけて行われ、約50名の入た

ちが初登山を楽しみました。

　17日は京成ロッジで山開きの式を

行い、夜はキャンプファイヤーを囲

に木杯が贈られました．

　式典後は、婦人会や越河小の児童

による踊りや唄などグ）アトラクショ

ンカ芽皮露‘さ才し、楽しい1日をナ愚ごし

ました。

んでにぎやかに前夜祭。18日は朝6時、ロッジを出

発、水引き入道コースを通り屏風岳から不忘山（標

高1，7G5㍍）に登った。今冬の豪雪が影響してか高

山植物の花はかなりスローべ一スだが林の中にはつ

ぼみのふくらんだヤシオツツジや赤紫色のショウジョ

ウバカマなども顔を見せ、登山者の目を楽しませた。

場

伽

郷触唾婁

　　　国道四号線清掃奉仕

　心ないドラィバーにより道路そば

が空缶などにより大変汚れておりま

す，市立南中学校（佐藤信校長生徒

数160名）では、こ二2・3年間生

徒の自主的な活動による国道四号線、

馬牛沼から県境までの間の清掃奉仕作業を行ってい

ます。今年もゴールデンウイークに入る前に全校生

徒で各自ビニール袋を持ち、空缶、空びん等の回収

を行いました。特に汚れのひどいところは、馬牛沼

の駐車場と県境の縦貫道下が多かったようです。

「ドライバーのみなさん、ゴミは道路等に捨てない

でもち帰りましょうJと呼びかけていました。

　　　　　擁野卸．　．繊　　　　弾．和州¢一、

9

　
嚇
　
　
　
　
　
ご
声
ダ

△　こけしファンでにぎわう会場

Ψ　こけしの即売場

、　　．暴遷誠、．

　　　　　　ぬや
晒　　醒難、・

馨、臨

雛

，棚　　　墾
　　　糠　　　　　　　　～

悪，、鑑，⊃数

第
＝
十
＝
回

全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ワ
ー
ル

ヒ
’瀞1一 1

欄 麟

市
内
の
小
中
学
生
の
作
品

チ
ビ
ッ
コ
た
ち
で
に
ぎ
わ
う

　
ウ
ー
メ
ン
重
量
ク
イ
ズ

コ
ノ
サ

“

顎
．

一行事・催しなどを写真で紹介します一

内
閣
総
理
大
臣
賞

翫
諮
、
i
、
κ
鍛
糞
夢
騰

　
、
》
宮
城
県
知
事
賞

　モう5日3日一一「ヨまて』1

5日闘、筆錠コ童日下、二Fl、：r

ークー1しか布墜去一題て関1庄ト～

1♂十下三百A・、・うニヒし一一

に㌻わいま　1『忙

　今年は　 車北6早をほ1冒9－r臼J

縄な、二全国一．rl工匙、㌧咋年㌔上

回る千二百、占一出晶　　ふた、吊

内1、㍉卜中写’生によう：乍品モ，罵テ

きれ　トラエモ、1し二賊、吊．マ

ノカの王㌧｝葦まねブ．二けi．’。

二かA目を引・、ていまi甲た

会覇ては同時に、箒3回主日r㌻

乾め桟墨つりり・開かれ主国膏地

の乾めへの曝テや、邑芸実寅、

重量クイスな、と盛りたくき、へ・㍉

f崔し物力・f’〒なホ・オしましブニ

8



　
　
　
　
福
岡
長
袋
字
孤
檀
七
二
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
沢
成
信
さ
ん

野
鳥
に
魅
せ
ら
れ
て

　
本
当
に
野
鳥
が
好
き
な
人
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
て
鳥
の
話

に
な
る
と
、
と
た
ん
に
生
き
生
き
し

て
く
れ
る
。

　
「
小
さ
い
頃
、
カ
ス
ミ
網
に
か
か

っ
た
鳥
た
ち
を
飼
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
好
き
に
な
り
、
学
生
時
代
は
仲

間
と
共
に
五
百
…
り
の
望
遠
レ
ン
ズ
と

シ
ュ
ラ
フ
を
詰
め
込
ん
だ
ザ
ッ
ク
を

背
負
い
、
北
は
知
床
に
棲
む
大
ワ
シ
、

南
は
奄
美
大
島
に
棲
む
ベ
ニ
ア
ジ
サ

シ
…
…
と
珍
ら
し
い
野
鳥
の
姿
を
探

し
求
め
て
東
奔
西
走
。
鳥
の
海
で
ミ

サ
ゴ
を
撮
る
と
き
は
胸
ま
で
水
に
浸

か
り
ま
し
て
ね
。
」
と
次
々
と
鳥
の
話

調磁

　
響

　
く
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ

曜
嬢
　
　
　
　
・
、
』
鐵
諮
繍

を
し
て
く
れ
る
相
沢
さ
ん
。

　
こ
の
春
、
新
任
と
し
て
福
岡
中
学

校
へ
勤
務
。
白
石
は
驚
ろ
く
ほ
ど
野

鳥
の
種
類
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、

五
ヵ
年
計
画
で
南
蔵
王
山
ろ
く
、
川

原
子
ダ
ム
周
辺
、
白
石
川
流
域
に
生

息
す
る
野
鳥
を
撮
り
集
め
、
写
真
展

を
開
く
予
定
と
か
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
野
鳥
だ
け
を
写

す
の
で
は
な
く
．
そ
の
生
態
環
境
も

一
緒
に
撮
る
つ
も
り
で
す
一
無
心
に

鳥
の
こ
と
を
話
す
相
沢
さ
ん
の
表
情

に
は
、
自
然
を
い
つ
く
し
む
入
の
優

さ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　　　蟹

驚

・1

罎

’
　
鼻

朔
轍
．

ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ヤ

嚢饗

一大きな歩み残す三氏に一

章褒O

ン
イ
誘
．
雛

勲
　
　
・

　
　
　
　
　
　
、
雛

　
　
　
　
　
　
　
』
、
藤
灘
、
「
㌦
炉
ウ

叙　
　
　
　
彗

　
　
　
　
　
　
　
　
菟
憲
ぐ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
’
腰

　
　
　
　
　
　
ー
婁
嗅
・

　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
『
し
へ
．

竃
　
　
矯
警
、

縮
秘
㎜
、

・
爆

　
、
麟
響

．
轡
轟

藍
綬
褒
章

古
由
田
藁
治

白
石
市
福
岡
蔵
本
南
屋
敷
二
四

の奪

3
』
’

　
昭
和
十
年
の
第
四
回
国
勢
調
査
か

ら
前
回
五
十
年
ま
で
続
け
て
九
回
、

そ
の
ほ
か
民
生
児
童
委
員
、
農
業
委

員
、
消
防
団
員
、
土
地
改
良
区
理
事

な
ど
を
務
め
て
き
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　
　
　
　
半
沢
　
寛
栄

　
白
石
市
大
平
中
ノ
目
威
徳
寺
前
一

　
民
生
委
員
を
通
算
三
十
三
年
。
小

学
校
教
貝
、
旧
大
平
村
役
場
助
役
、

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
保
護
司

行
政
相
談
員
な
ど
福
祉
行
政
に
貢
献

し
．
現
在
も
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
を
務
め
て
い
る
。

勲
七
等
瑞
宝
章

寮
藤
　
正
元

白
石
市
福
岡
長
袋
向
ノ
山

　
　
　
　
　
　
　
四
轟
ハ
ー
一
一
二

　
国
鉄
信
号
係
を
通
算
三
十
二
年
。

退
職
後
も
信
号
関
係
の
仕
事
に
十
三

年
務
め
て
き
た
。

／0

か
し
こ
い消

費
者
、

　
　
消
　
費
　
者
　
保
　
護

　
日
常
生
活
上
の
「
家
庭
用
品
」
「
消

費
生
活
用
品
」
「
農
林
物
資
」
「
電
気
用

品
」
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法

律
に
よ
っ
て
、
安
全
性
の
確
保
と
品

質
表
示
の
適
正
化
の
た
め
の
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
用
製
品
と
電
気
用
品
に

つ
い
て
は
次
の
「
マ
ー
ク
」
が
付
さ

れ
た
商
品
で
な
け
れ
ば
販
売
出
来
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
家
庭
用
品

農
林
物
資
等
に
つ
い
て
は
品
質
表
示

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
対
象
商
品
の
販
売
店
等
に
対

　
知
事
権
限
で
し
た
が
、
今
回
こ
の
権

　
限
が
県
か
ら
市
に
委
任
さ
れ
ま
し
た

　
の
で
、
今
後
市
の
担
当
職
貝
が
訪
問

　
し
た
り
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
に

■
な
り
ま
す
。
ま
た
対
象
商
品
や
、
そ

　
の
商
品
に
か
か
る
安
全
性
、
品
質
表

　
示
等
に
つ
い
て
、
疑
問
を
お
持
ち
の

　
方
は
市
役
所
市
民
課
窓
口
（
電
気
用

　
品
は
商
工
観
光
課
）
へ
ご
連
絡
下
さ

　
い
。
智
五
－
二
一
二
内
線
一
三
五

す
る
調
査
や
、
立
入
検
査
は
今
ま
で

ク一マ㏄購
⑤
脇

用
　
　
　
　
　
気

活
　
　
　
　
電

生費消

55年5月
白石市

　　　　　　　　　のマ　ク　　　　ロ　　　

（甲種電気用品）　　（乙種電気用品）

消費生活モニター小売価格調査結果

前年同Fl
価烙対比

対前月
顧格比

平　均低最高最

117249．u291，2288300

ll7448．6524．｛〕440570

＼　調査

．潤
店舗形態

価　　恪

店舗形態

価　　恪

銘柄・規格名品

上白糖1kg糖砂1

本醗鴨絡蜂しょう油ウ
』

ll25（13．5566、0500601、1

態形舗店

格価
1，65吐、lg（1，se〕天、三砺油ウ

O

119162，9193，6180200
態形舗店

11）4121．4126．1 1100150

10〔1351，1352．6348360

10857．84ウ
】66070

99202．7200．6185215

112352．0393，3380400

182，6135250

価　　格

店舗形態

価　　搭

店舗形態

価　　格

店舗形態

価　　格

店舗形態

価　　格

店舗形態

価　 格

店舗形態

価　 格

薄力粉1等粉1kg小麦粉4

斤1食並ンパ食5

カ1レ1・ン入リf鞭
一タ■

■
、

ノ6

JAS1・・9宇魁

野臨9型す

　即席7．＿　フーメン

8，マーガリン

皿並カレー
ライス

幅3（光m長さ20ml巻10，ラソプ

154．6145180
態形舗店

110985，7108010001200

101445．O450040005000

1431680．82405，023502470

231643．41485．614001550

価　　格

店舗形態

価　　格

店舗形態

価　　格

店舗形態

価　　恪

店舗形態

価　　恪

400枚（200組）

紙　箱　入り

小学生調髪　1回
　　　（洗髪含む）

コーノレド・ショートカツ

ト及びゼ・’ト含む

ユ
［

、
々
バ

を
一

テ
ペ

料髪理12

　～ぐ一マ13．

　ネント料

5m寓（10，46kglン
ス

ロプ
ガ

M

18叙配達料込み）油

　　メ嫉’．趣
　　　餐■塾亭　　　，尼〃

大槻トヨ（小原

ミルクゼリー

15．灯

【
材
料
】
　
（
四
入
分
）

　
ゼ
ラ
イ
ス
ニ
袋
牛
乳
四
百
㏄

砂
糖
大
さ
じ
六
杯
　
イ
チ
ゴ
四
個

【
作
り
方
】

　
イ
チ
ゴ
を
四
つ
に
切
る
。
鍋
に
ゼ

ラ
イ
ス
を
大
さ
じ
五
杯
の
水
に
五
分

間
ぐ
ら
い
浸
し
、
弱
火
に
か
け
と
か

し
ま
す
。
こ
の
と
き
沸
騰
さ
せ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
と
け
た
ら
牛
乳
と
砂
糖
を
加
え
、

よ
く
か
き
ま
ぜ
ま
す
。

　
グ
ラ
ス
に
半
分
量
を
入
れ
冷
し
、

と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
、
イ
チ
ゴ
を
入

れ
、
残
リ
の
ゼ
リ
ー
液
奄
、
．
し
込
み

冷
し
固
め
ま
す
。

通信講座

　奥さま大学開講
　通信講座奥さま大学の受講者

を募集いたします。

〉受講料　　無　料
〉学習方法

　○商品知識や生活設計などわ

　　かりやすく解説したテキス

　　トを配布します

　02回講座（スクーリング）

　　を行います．

　O全講座終了者には修了証書

　　をさしあげます．

〉開講日　　6月24日
〉申し込み　市役所市民課‘電

　　話て1も可。費5－2111内線

　　1341
レ〆　切　り　　　6月17日まで

／／



昂き

孝
ぎ
あ
姐
ミ
蝋

褻
菅
野
新

ア
ナ
グ
愛
の
穴
堀
り
ど
り

　
こ
れ
は
、
マ
ミ
（
ア
ナ
グ
マ
）
の

は
い
っ
て
い
る
穴
を
入
が
堀
っ
て
と

る
方
法
で
あ
る
。
次
に
小
原
の
本
田

鶴
松
（
昭
和
二
十
七
年
残
、
六
十
氏

歳
）
か
ら
、
直
接
聞
い
た
話
を
そ
の

ま
ま
、
書
い
て
み
よ
う
。

　
お
れ
が
、
二
十
一
、
二
の
ど
ぎ
だ

が
ら
、
明
治
四
十
三
年
・
四
年
ご
ろ
が

　
　
　
マ
ん
り
じ

な
あ
。
新
暦
の
十
一
月
の
末
ご
ろ
だ

っ
た
。
木
の
葉
が
、
す
っ
か
り
落
っ

　
　
だ
　
げ
や
ま

て
、
蔵
王
山
が
ら
寒
い
風
が
、
ピ
ュ

ー
、
ピ
ワ
一
－
吹
い
で
・
乙
だ
。
朝
の
十

時
ご
ろ
、
し
エ
ん
し
エ
ー
ヘ
先
生
）

の
栄
五
郎
へ
高
梨
栄
五
郎
）
ど
、
ふ

た
ん
で
（
二
人
で
）
出
掛
げ
だ
。
穴

堀
り
道
具
ば
、
フ
ヘ
カ
リ
ヘ
コ
シ
ワ
、
、

と
も
い
う
）
に
人
れ
で
、
、
栄
五
郎
の

裏
の
芹
沢
の
ト
ヴ
チ
リ
岩
ま
で
、
登
っ

と
、
運
よ
ぐ
、
マ
ミ
の
は
い
っ
て
い

る
穴
ば
め
っ
け
だ
（
見
付
け
た
）
、
マ

ミ
は
、
ほ
ご
ら
へ
ん
（
そ
二
ら
辺
）
の

は
っ
ぱ
（
葉
）
ば
掻
ぎ
集
め
で
穴
の

寝
場
ば
つ
く
る
の
で
、
す
ぐ
に
わ
が

っ
た
。
穴
が
臭
え
ん
だ
。

　
さ
あ
、
や
っ
ぺ
や
（
や
ウ
っ
6
）
ど
沽

れ
葉
ば
集
め
で
、
き
た
．
そ
紅
が
ら
火

を
つ
け
で
、
い
ぶ
し
に
か
が
っ
£
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ん
　
き

な
ん
し
エ
｛
な
ん
せ
〉
、
蚕
気
な
も

ん
で
、
お
っ
き
な
焼
飯
を
二
つ
食
っ

で
、
、
午
後
の
一
時
過
ぎ
ま
で
い
ぶ
し

た
げ
ん
と
も
（
け
れ
ど
も
）
、
穴
、
の
か

げ
ん
で
、
け
む
（
煙
）
が
、
よ
っ
く

（
よ
！
↓
は
え
ら
な
い
・
・
～
だ
に
と
う
ど

う
「
え
え
、
面
倒
だ
、
堀
れ
ー
　
」

と
、
争
度
は
、
お
れ
が
先
に
な
っ
f
、
、

蛇
鎌
ど
手
、
岸
で
、
ガ
リ
ガ
リ
堀
り

に
掛
か
っ
た
，
ざ
く
ざ
く
岩
（
柔
ら

か
な
岩
一
な
ん
で
、
、
ほ
ん
な
に
（
そ
、

ん
な
に
）
惟
儀
し
な
い
㌃
口
か
ら

二
間
ば
が
り
堀
っ
と
、
左
さ
曲
り
、

三
間
ば
か
り
堀
っ
と
、
ま
だ
右
さ
曲

り
、
レ
」
っ
で
、
も
〔
と
ぐ
、
も
）
深
い
）

　
あ
ざ
な
い
で
、
、
二
時
間
以
上
堀
っ

た
げ
ん
と
も
（
堀
っ
が
・
．
け
れ
ど
も
）
、

ま
だ
ま
だ
届
か
な
い
，
あ
が
す
｛
ロ

ー
け
．
）
f
．
照
h
、
ず
と
、
　
↓
間
ば
が

り
奥
う
ほ
〕
に
。
お
、
〕
き
な
ゐ
が
、

ち
ぢ
こ
ま
4
で
、
け
ず
か
る
．
．

　
電
壬
．
』
・
！
　
よ
っ
ー
壇
ね
な
い
の
で

あ
が
す
が
，
け
つ
ま
っ
た
【
消
∵
乙
て

し
ま
（
、
た
｝
．
、
「
二
ん
つ
く
し
よ
・
ユ
ニ

　
　
　
　
　
　
や
り

の
畜
生
ご
と
、
陰
の
よ
う
に
ト
ざ
わ

ざ
と
げ
f
．
〔
埋
－
、
｝
つ
　
、
↑
、
求
地

匝
鉋
ゐ
㌧
、
お
も
・
で
す
〔
思
い
≒
じ

突
え
だ
げ
ん
と
も
、
あ
ぶ
ら
（
脂
肪
）

が
厚
く
て
、
ツ
ル
ツ
ル
し
て
、
刺
さ

　
　
　
　
　
　
　
な
ん
け
し
り

る
も
ん
で
な
い
。
何
回
や
っ
で
、
も
駄

目
だ
。
ほ
う
し
で
、
い
る
う
ち
に
、
え

ぎ
な
り
（
急
に
強
く
）
盲
の
手
を
噛

ま
っ
た
。

　
「
あ
で
f
、
1
〔
あ
あ
、
痛
い
ご
ど
、
ち

ぢ
二
ま
っ
た
す
ぎ
に
、
お
れ
の
そ
ば

ば
、
ス
ー
ッ
と
通
り
抜
げ
で
、
し
ま
っ

た
。
　
う
し
ろ
の
ほ
う
で
、
「
と
っ
た

ど
オ
、
と
っ
た
ど
†
」
ど
、
お
っ
き

な
声
が
し
た
。
栄
五
郎
が
、
せ
ま
い

穴
道
に
が
ん
ば
っ
て
、
左
手
を
輪
に

し
て
、
マ
ミ
が
く
ぐ
り
抜
け
る
と
こ

ろ
を
、
じ
っ
っ
り
へ
し
っ
か
り
と
）
、

締
め
付
げ
だ
ん
だ
。
ほ
れ
が
ら
す
ぐ

に
、
手
斧
で
、
か
っ
く
ら
ず
げ
で
、
へ
叩

い
で
、
）
殺
し
た
。

　
も
う
一
匹
、
い
る
か
も
し
れ
な
い

ど
思
っ
て
、
党
大
い
で
み
っ
と
、
え
だ

（
い
た
）
、
え
だ
（
い
た
｝
。
今
度
は
、

気
を
付
げ
で
、
手
ば
噛
ま
れ
な
か
っ

た
。
ほ
れ
が
ら
、
ま
だ
、
え
だ
。

　
一
つ
穴
に
、
三
匹
、
あ
ん
と
ぎ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
え
も
の

大
変
な
取
り
も
の
（
痩
物
）
だ
っ
た
。

　
マ
ミ
は
、
耳
ど
耳
の
問
の
な
あ
ー

頭
の
下
の
と
ご
・
つ
が
、
急
所
な
ん
だ

が
ら
、
こ
こ
ば
、
は
だ
ぐ
ど
（
叩
く

と
）
、
す
ぐ
に
、
す
ん
つ
ま
う
ん
だ
〔
死

ん
で
し
ま
う
の
だ
）
。
ス
カ
リ
さ
入
れ

や
、
、
真
っ
暗
ぐ
な
っ
で
、
が
ら
帰
っ
で
、

き
た
。
皮
一
匹
ぶ
沈
で
、
五
十
鏡
で
、

み
　
ん
な
白
石
ン
ご
持
っ
で
、
一
汀
っ
で
、
士
冗
っ

　
　
　
　
　
　
し
と
え
だ

て
、
肉
だ
げ
、
一
枝
（
一
本
の
足
）

五
銭
ず
づ
で
、
鎌
先
さ
出
し
た
．

　
こ
の
と
き
の
マ
ミ
は
、
み
ん
な
、

お
っ
き
く
て
、
二
貫
五
百
匁
が
ら
三

貫
目
も
あ
っ
た
。

　
な
お
、
マ
ミ
は
、
サ
サ
グ
マ
．
ヤ

チ
グ
マ
な
ど
と
い
い
、
食
肉
目
の
イ

タ
チ
科
に
属
し
、
本
州
、
四
国
、
九

州
に
限
っ
て
産
す
る
我
が
国
特
有
の

動
物
で
あ
る
。
頭
と
胴
で
二
尺
か
ら

二
尺
五
寸
ぐ
ら
い
。
四
本
の
足
と
尾

は
、
か
ら
だ
に
く
ら
べ
て
、
と
て
も

短
く
、
見
る
か
ら
に
、
ず
ん
ぐ
り
し

て
い
る
。
冬
毛
は
、
ム
ズ
ナ
（
タ
ズ

キ
）
よ
り
も
あ
ら
く
て
短
く
、
綿
毛

も
少
な
く
、
う
す
い
茶
褐
色
で
あ
る
。

　
こ
の
け
も
の
は
、
こ
の
地
方
で
は
、

蔵
王
山
ろ
く
の
川
崎
、
七
ヶ
宿
、
福

　
　
　
　
　
　
　
い
り
や
ま

岡
、
小
原
な
ど
の
天
山
か
ら
ず
っ

と
下
っ
て
、
白
石
附
近
の
低
い
山
地

ま
で
住
ん
で
い
る
。
最
近
は
、
ど
二

で
、
も
、
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
、

保
護
す
る
必
要
か
あ
る
よ
う
で
あ
る
、

鰹
譲
＼

なみ

飢
図
書

館

意
思
決
定
の
法
則
　
　
大
僑
　
武
夫

、
ー
エ
η
．
い
う
男
　
　
　
田
川
　
建
三

お
し
ゐ
往
な
女
性
み
生
き
方

　
　
　
　
　
　
　
鯨
岡
阿
美
子

帯
上
の
ア
一
シ
ュ
肖
．
ー
リ
リ

　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
竃

若
い
へ
、
の
た
つ
の

　
　
ヨ
ー
ロ
一
吋
格
安
旅
行

　
　
　
東
京
海
外
旅
行
研
究
会

指轟死英
で軍刑語
聴よ囚宅
くも・別碧

1を記冒
医鱗示本
工物　田
学語憲

酵
素
は
効
く

｝
脚
年
代
δ
石
油

現
代
庄
宅
事
典

ノ
†
生
手
法

国
弘
　
正
雄

加
賀
　
乙
彦

小
林
孝
裕

の
招
侍
－

吉
本
　
干
禎

重
野
　
哲
寛

半
島
　
・
俊
明

内
田
　
京
，
旧

　
　
　
　
　
　
日
本
｛
†
ー
プ
仕

怯
後
に
た
つ
貞
管
制
度

　
　
　
　
　
　
　
争
村
奈
良
臣

ま
凡
が
劇
画
ゼ
ミ
　
全
氏
巻

　
　
　
　
　
　
由
東
テ
サ
，
ー
ン

婆
1
璽
北
の
民
．
間
信
仰
－

　
　
　
　
　
　
　
内
藤
．
正
敏

マ
ニ
ヒ
ア
語
の
初
歩
凸
初
歩

　
　
　
　
　
　
　
平
田
母
晶
子

咋
司
辞
典
　
近
世
　
　
松
尾

魔
法
の
お
店
　
　
　
　
荒
保

に
’
，
ぼ
ん
音
吉
漂
流
記
　
春
昌

　
　
　
　
　
　
　
佐
野

誘
一
胴
κ
急
乗
子
｛
即
　
　
　
　
　
　
梶

素
直
な
容
蹄
．
者
　
　
　
原
田

忍
耐
の
楽
　
　
　
　
　
山
糾

西
賊
、
余
聞
　
　
　
　
　
陳

　
甲
†
ど
王
ロ
の
ム
↑

ム
必
と
い
し
わ
る
ヤ
ワ
才

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田

舜春康龍　　　菊
臣樹子雄洋徹宏秋

深そ
　「蔚1し
　キ　か
　一　 り

　uシ、1　　っ
エ1菊1
　ス1しシ
防　Fし

田主ド柴
　主り田

居 リ

　　テ
　　ン 翔

K
・
ホ
ム
ズ

鋼

カ
レ
ン
ダ
ー
と
ひ
め
く
り

　
ど
こ
の
掌
で
、
も
正
月
に
な
る
と
、

柱
や
壁
間
け
、
新
し
い
カ
レ
・
》
1

で
か
さ
ら
紅
る
．
．
さ
で
、
、
そ
の
カ
レ

ン
グ
ー
西
語
源
で
、
あ
る
が
、
昔
ロ
ー

マ
帝
国
が
栄
え
た
頃
、
べ
び
と
の
間

で
、
や
は
り
お
金
の
貸
借
と
い
う
こ

と
か
お
こ
な
わ
れ
で
、
い
た
。
そ
し
で
、

弩
現
“
、
耳
÷
．
！
｝
『
｝
5
一
季
≠
“
篤
崖
罰
亭
累
．
、

㎜柵邸蜥鰍郭闘一一軒一算樹

宿
属

。●

認
支
茜

小
岩

庄
㎝

（
白
石
）

そ
の
利
子
を
支
払
う
日
が
、
毎
月
の

『
日
と
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
一
日

の
こ
と
を
ラ
テ
ン
語
で
カ
レ
ン
ド
と

い
い
、
利
子
を
記
入
す
る
台
帳
を
カ

レ
ン
ダ
リ
ウ
ム
と
い
っ
た
。
利
予
台

帳
か
ら
、
さ
ら
に
月
日
を
知
ら
せ
る

も
の
に
変
わ
り
、
ひ
と
目
で
曜
日
が

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
｝
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

俳
壇
　
鈴
木
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

簡
章
に
も
馴
れ
し
た
つ
き
の
目
刺
焼
く

春
立
ち
で
、
み
ち
の
く
の
里
雪
深
く

貫
富
の
．
差
な
く
す
る
天
の
雪
降
り
来

金
婚
也
す
こ
せ
し
父
母
の
春
恒
憧

花
の
無
き
庭
の
広
さ
よ
玉
霰

ヵ
』
，
司
、
き
で
、
赤
い
実
落
す
雪
の
上

漸
柳
手
折
れ
ば
花
穂
ほ
ろ
と
落
つ

図
書
館
や
’
愛
験
子
の
瞳
の
う
つ
く
し
・

よ
き
日
和
初
天
神
に
句
の
集
ひ

猫
即
た
お
り
て
も
て
ば
山
近
し

　
　
　
立
春
の
日
の
雲
足
の
迅
か
り
し

　
　
　
み
ち
の
く
の
桜
の
里
の
春
め
き
ぬ

　
　
　
土
匂
ひ
，
～
る
日
の
畦
に
芹
を
つ
む

　
　
　
七
日
原
に
か
っ
こ
う
鳴
い
て
風
す
ぎ
ぬ
管
野

　
　
き
Y
峯
き

半
沢
　
渓
石

山
吹
　
さ
く

鈴
乍
　
民
．
†

大
庭
　
良
子

佐
藤
　
善
夫

三
浦
　
愛
嶺

高
僑
千
代
子

i
藤
　
省
三

青
木
　
良
子

古
同
后
洞
ん
八
羊
天
『
十
・

阿
部
み
さ
子

佐
藤
　
悔
月

　
　
　
新
一

わ
か
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
て
、
今
、

私
達
か
使
用
し
て
い
る
よ
う
な
形
に

近
、
つ
い
で
、
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
頃
は
、
会
社
や
商
店
な
ど
が

そ
．
れ
ぞ
れ
意
匠
を
こ
ら
し
た
カ
レ
ン

グ
ー
を
宣
伝
の
た
め
に
、
お
得
意
先

に
く
ば
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ひ
め
く
り
と
い
う
言
葉
は

あ
ま
り
耳
に
し
な
く
な
っ
た
が
、
年

寄
り
の
口
か
ら
、
と
き
ど
き
聞
く
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
毎
日
一
枚
づ

つ
め
く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
で
、
、

文
字
通
り
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

の
意
匠
は
、
あ
ま
り
変
化
が
な
い
よ

う
で
あ
る
。
中
央
上
部
に
ゴ
ヂ
リ
ク

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

　
　
　
　
歌

壇

体
の
数
字
で
そ
の
日
が
大
き
く
表
示

し
で
、
あ
り
、
下
方
左
右
に
太
陽
暦
と

太
陰
暦
が
併
記
さ
れ
、
ま
た
、
十
干

十
二
支
を
組
み
含
わ
せ
た
「
か
の
え

さ
る
」
と
か
「
き
の
え
ね
」
と
か
書

い
て
あ
り
、
そ
れ
に
大
安
・
仏
滅
な

ど
や
、
さ
ら
に
夏
至
・
冬
至
・
小
寒

大
寒
な
ど
の
二
十
四
節
気
が
書
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
、

農
家
の
人
や
年
寄
り
な
ど
は
、
大
変

重
宝
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ひ
め
く

り
を
く
ば
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
コ
ス
ト
が

高
く
つ
く
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
宣
伝
の
た
め
の
意
匠
に
工
夫

朝
霜
の
お
り
し
畑
に
え
さ
拾
ふ
も
ず
の
ぬ
れ
羽
に
春

陽
か
が
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
静
枝

老
ひ
給
ふ
母
と
ふ
た
り
の
湯
治
場
は
灯
り
滲
み
て
人

も
も
な
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
矢
美
子

さ
庭
辺
の
ピ
ン
ク
の
椿
あ
ま
た
陣
、
き
亡
き
姑
の
こ
と

し
き
り
に
想
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
干
代
子

雪
や
み
し
暫
し
の
晴
間
を
白
鷺
は
空
を
よ
ぎ
り
て
ゆ

る
や
か
に
翔
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

床
の
間
を
背
に
柱
の
ご
と
く
座
り
居
し
八
十
八
歳
を

生
き
し
阻
父
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
内
　
矩
子

客
乗
せ
し
舟
は
悼
さ
し
柳
川
の
春
の
川
面
を
ヒ
り
ゆ

く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

春
雪
の
ぬ
か
る
み
の
な
か
杖
引
き
て
歩
む
盲
女
の
ま

ゆ
細
か
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
　
さ
く

東
京
の
娘
の
送
り
来
し
コ
ー
ト
着
て
さ
し
て
用
も
な

き
街
に
出
で
た
り
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

川

股

の
余
地
が
少
な
い
せ
い
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。

　
ひ
め
く
り
や
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、

冊
子
に
な
っ
た
の
を
ま
と
め
て
暦
（
こ

よ
み
）
と
い
う
が
、
『
広
辞
苑
』
に
は

「
日
読
（
か
よ
み
ご
か
ら
変
化
し
て

「
こ
よ
み
」
に
な
っ
た
と
あ
る
。
『
大

言
海
』
で
は
「
よ
み
」
は
数
う
る
こ

と
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

日
常
生
活
の
中
で
、
毎
日
目
を
む
け

る
「
こ
よ
み
」
を
有
益
に
利
用
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

兵
　
三
　
選

麦
の
色
わ
ず
か
に
青
し
と
若
か
り
し
友
と
う
た
ひ

し
春
め
ぐ
り
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

花
冷
え
を
く
り
か
え
し
つ
つ
や
が
て
咲
く
花
を
侍
ち

つ
つ
庭
づ
く
り
す
る
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
か
つ

今
育
ひ
と
り
寂
し
き
ま
ま
に
点
て
し
茶
の
み
ど
り
に

冴
え
て
心
静
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

孕
業
式
を
終
へ
た
る
吾
子
の
持
ち
て
来
し
ア
ザ
リ
ア

の
花
は
甘
き
香
放
つ
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

芽
吹
き
そ
む
柳
の
伎
は
ぬ
る
み
た
る
水
の
流
れ
に
ふ

れ
て
ゆ
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

摘
み
て
来
し
野
蕗
を
炊
け
ば
ほ
の
か
な
る
旬
の
香
り

は
部
屋
に
こ
も
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

ガ
ラ
ス
戸
に
陽
は
当
り
い
て
洋
蘭
の
花
芽
の
伸
び
を

日
々
な
が
め
を
り
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

夫
と
呑
む
寝
酒
の
水
割
胸
に
し
み
ひ
と
日
の
終
り
を

安
ら
ぎ
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子
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募　　　集・

　膣写機操i鴇監窮躯修デ

　16ミリ映写機操作技術研修会を

行います。新規受講者はユ日問、

更新該当者は52年中に受講又は、

更新した方で、どちらか1日・

レ期日　6月18～19日

〉場所　市役所4階大会議室

レ申込　6月16日まで

［＞その他　くわしくは白石市教育

　委員会社会教育課（慰5－21

　11内線411）へ

　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　婦人ホランテ1ア学級

　ボラジティア活動と言えば、社

会的に弱い立場にある八．のために

する活動と思われがちであります

が、この活動は、お互い（7）立場を

理解し台って、それぞれの能力に

応じて生活を営むよう努力し含い

援助し台うことによって、お互い

の生活がより向上していくもので

なけれはゴなりませ・，t。

「住民一入ひとりが自分の住んで

いる†土会を少’しで一もf主、みよいもの

にするために、自分たち自身も努

力しようとする活動」であります。

　本年度初めて次のような学級を

開設しますので多数参加下さい。

〉主催　白石市教育委員会

　　　　公民館

〉対象　市内在住の30歳以上の婦

　　　　人（40名）

〉期問　6月～3月（月1回程度）

〉場所　白石市役所

／5

〉主な内容

（1〉学習活動

oボランテ／アの正しい理解

○婦への果たす役割

O地域に恨ざしたボモンテ1ア活

　動

に）実践活動

Q幼児少年関係

　児童館見学、幼児学級ゐ助言と

　保育。手つ・：りの玩具と伝犀沌

　そび、；

○社会福祉関「

　1云統継二細ユ：　1ツニ「アー作…り1

　16ミリ映写卜㌧7，操年

○文化財愛護閏κ

　文／L叶ア晴hl，拓本凸とU一

　各所旧厨記，台物．7帰宇と｛1一，掃

卜申込残び方汗

　住所氏春．電言舌番号を書いて

　　・ガキ又は到書て「電話ても可1

　6月12日　dコ　まて一’〔5着．白石

　市教育委貝会、社会教育課1欝

　5－2111内線41P！・

　　　　　　庭球大会

　第3回市内社会へ市長杯争．奪軟

式庭球大会参加者を募集します，

レ主催　白石庭球協会

［〉日時　6月29日1日）雨天の場

　台7月6日　午前9時1午前8
　H寺30分より受付1

レ場所　市営・白石高コート

〉試合方法　個ヘ 戦、卜一ナズント

　方式

レ参加資格　一般市民1白石市に

　職場を有するもの及び勤労学生

　も含む）

レ種目①男子A一般　B壮年〔45

　歳以上1初級者　②女子A一般

　B初級者
［〉入賞　3位まで

〉参加料　無料

〉その他　参加選手は必ずテニス

　シューズ及びテニス服装（白）

　を着用のこと。

〉申込　白石市教育委員会内白石

　市体育協会事務局又は白石庭球

　協会事務局岩山（市役所会計課）

　まで

〉〆切　 6月20日

　白石庭球協会ではママさ／1、テニ

ス教室を開設中です、

卜日時　毎週水・金曜の両日1雨

　モ中止〕午前9峙から正午まて

1場所　市営干二’コート

1参加資恪　市内に住．く、ている方

　て年育に制限．なし，，

レ講師　臼石庭／払切会指厚冒

卜受講料　自石庭球1♂，会昭和55年

　度会費千五百F l
I申込み母週フ1．・む 斬日市色

　干二’コー1にて『1－i

［そ㌧ゲlf［登　そ二つ、f二一一亡。㌃

　あ｝　［は許自判

　問い畠・せは自石庭琳陽爵千5，．L

　健6－131〕4“ド

　　　　　・、・

　第12回簡保資金写真コンクール

レ応募期間　　5月1日～7月31El

トテーマ　簡保資金てつくられた

　施設とする明るい作品1学柱・

　住宅・道路等1

レ作品の大きさ　カモースろ1一ト

　35ミリ以上、白黒四・切

レ出品数　力弓一・白黒それそズ1．

　5点以内、組写真は！組31’気以

　内

レ作品の受付　郵匝局の窓口

　　簡易保険作曳コングー一ル

レ応募期間　　5月1日～6月3（）日

1応募資格　小学5年～中学3年

レ作品題　簡易保険に関1系ある也、

　の・自由題

［＞原稿枚数　400字詰め5枚以

　内

〉受付　近くの郵便局

　くわしくは郵便局の保険窓口に

　問い合せ下さい。

　私達の郷土宮城県には、古くか

ら数多くの史跡や天然記念物、民

俗文化財などがあります。

　しかしなから開発や都市化の波

によって貴重な文化財が失われつ

っあります。これらの現状に於て

広く県内に目をむけ、郷土史の理

解、文化財保護思想の普及を図る

ため、文化財めぐりを実施します。

〉期日昭和55年6月8日（日）

　　　　雨天決行

レ集台場所及び時間　市役所前

　　　　　午前8時20分集合

〉募集八員40名（定員になり次

　陸上競技の普及と体力づくりの

振興をはかるために今年も下記の

，とお1）陸上競技記録会を行ないま

すのでふるって参加ください。

〉日　時　6月22日（日）午前8時集合。

　　　　　雨天の場合6月29日（日）

［＞場　所　白石中学校グラウンド

　　　　　雨天順延の場合は白石

　　　　　高校グラウンド

※種　　　目

　　　　　第締切ります）

〉参加費　1人600円（入館料、昼

　　　　　食代等）

〉見学場所1仙台市・内）

イ、梨野A遺跡（茂庭団地）

ロ
、

山田上ノ台遺跡

へ
、

仙台市歴史民俗資料館
二
、
仙
台
市
博 物館

［＞講　師　仙台市教育委員会社会

　　　　　教育課主幹兼文化財調

　　　　査係長　早坂春一先生

〉申込期限及び問い含せ先

　昭和55年6月6日侮）

　白石市教育委員会社会教育課へ

　暦5－2111　内線411

｛
一亘

1〉参加対象　小・中・高校生・一

　般男女子（ただし、小学生は5

　年生以上とする。）

［＞申し込み　6月12日まで中央公

　民館内陸上競技協会事務局へ

　くわしくは、細田会長（暦6－

　3143）または半沢克美理事（溶5

　－3536）へお問い合せください。

　　　　　1 　　1一．〃争参、Ii

　本会では、市内の文化財保護に

関心を持ち、文化財に関する認識

を深めようとするへ達を募集して

います。

〉昭和55年度の事業として下記の

　二，とを行います。

　○文化財めぐi）の実施。

　○文化財資料の収集、刊行、頒

　　布等。

　○研究会、講演会、講座等の開

　　設等。

〉年間会費　　1入1，1）1）0円

〉申し込み先　教育委貝会又は各

　地区公民館。（会費を添えて）

〉詳細は教育委員会社会教育課へ

　智5－2111　内線411
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商品テスト
　　　　（清涼飲料水）

　サィダーから果汁類まで、多種

多様な飲料水がでまわつています。

若い入や、子供達に入気のある商

晶で暑さにむかって、ますます需

要が増えることでしょう。しかし

いろいろな添加物の含有の心配、

栄養的な価値の有無、内容成分が

表示通1）なのだろうかなど身近な

ものなのにわからないことが多い

ようです。この清涼飲料水をテス

トして調べてみますので、お友達

を誘い合って気軽にご参加くださ

いo

O第一回　6月11日

　場所　市役所4階会議室

　学習会「清涼飲料水のあれこれ」

○第2回6目19日
　テスト「清涼飲料水をテストする」

　対象　清涼飲料水

　表示　糖含有率、台成着色料

O第3回　6月26日

　懇談会　事業者代表、行政代表

　　　　　消費者

　3回とも時間は午前10時から11

　日寺30分まで　テいます。
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お．し　、ら

　アメリカシロヒトリ駆除

　今年も各家庭の庭木を喰い荒す

「ア必リカシロヒトリ」（白っぽい

ケムシ）の発生する時期がきまし

た、このケムシは年2回発生し1

回目は6月初旬から7月中旬、2

回目は8月中旬から9月下旬まで

です。成虫（蛾〉は1・2枚の葉

にまとめて産卵し、そのままふ化

します。1センチ位までは葉一面

に「クモの巣状のうすい糸」をは

って集団生活をします。1．5cnl以

上大きくなると巣の中からとび出

して、葉を次から次へ，と喰い荒し

てゆき車す。このケムシは樹幹の

割れ目や、樹皮下などでサナギ化

して冬を越しまで．

　駆除には焼き捨てが効果的

　このケムシの駆除方法としてに

巣の中にいるうちに巣虫の枝葉を

切り落として焼き捨でるか、踏み

っぶすことです。なお薬剤散布の

場合は、幼虫の分散後、虫に直接

散布する。薬剤は市販されている

「ディプテレックス乳剤」千倍液

が効果的です。

　　　　薬剤散布車派遣

　すでに幼虫が分散し、家庭で手

におえない状態になった時は、行

政区長を通じ、市衛生課（暦5－
2　1　1　1内糸泉1　2　9　）　・＼」童糸各くだ一

さい．薬剤散布車を派遣します。

せ。1板

下さい。

〉受付期間　6月5日～2〔旧まで

レ受付場所　市衛生課または出張

　　　　　　所、分室

〉検診料　三千円（個人負担干五

　　　　　百円、市助成千五百円）

〉検診日　申込者あて通知します。

〉対象者　市内に居住する40歳以

　上69歳までの婦入

　　　　　婦f、、科検言斐

　ガンは原因がわからないから予

防もできないといわれていよすか

早く見つけて速やかに治療するこ

　　　　　　　　　　　ル・』ア［

　小児結核はB　C　Gをまだ接種し

ていない小児に多く、幼いお子さ

んほど結核感染に対する抵抗力が

弱く、重症になりやすいといわれ

ております。

　市では次の日程でツベルクリン

反応検査とB　C　G接種を行います

のでこの機会に接種して下さい。

じ〉対象者　生後3ヵ月から4歳未

覇庭寺及ひ遊易戸舜

とによって悪化することや転移す

ることを防げます。

　子宮頸ガンは早期には全 l症状
もないし婦へ科内診ても発見でき

ません，この1電診1細胞診1では

ゼロ期でも見つけることがてきま

す　ウンは早期なら完治します，

　検診を毎年受けて安心して暮し

ましょう。

卜受付期間　6目5日～6月20日

レ受付場所　健康セシクー内衛生

　　　　　　課及び出張所、分室

レ検診料　4千円（個八、負担2千

　　　　　円、市助成2千円）

［＞検診日　7月1日～8月31日

〉対象者　市内に居住する30歳か

　　ら69歳までの婦八

ぎ
r

、お蓋と色ず　　、K

　　満でまだ一度もBCGの接種を

　　していない乳幼児

　〉料　金　無料

　〉その他　①母子手帳を持参して

　　下さい。（②はしかの予防接種後

　　1ヵ月以内の方及び三種混合、

　　日本脳炎予防接種後2週間以内

　　の方は受けられません．

保　　　健
　　乳がん検診を受けましょう

　日本入はガンで亡くなる人か多

く、婦入の場合乳ガンか子宮ガーン

に次いで多くなっています。

　市では早期発見、早期治療の効

果をあげるため、乳ガンの集団検

診を実施いたしますので受検して

地　区

白　川

福　岡

大　平

斎　川

越　河

小　原

大鷹沢

白　石

ル
ン
射

ベ
リ

ツ
ク
注

7月14日

7月14日

7月15日

7月15日

7月15日

8月26日

8月27日

8月27日

と
G
種

淀劉
C

反
ツ
B
接

7月16日

7月16日

7月17日

7月17日

7月17日

8月28日

8月29日

8月29日

土
寸 間

9：50～10：IO

1　＝00～　 1　　30

lO　：10～10：30

10：40～11　：01）

11　　10～11　：40

9　：30～　　9’：40

10＝00～10120

1　：00～　 1　：3〔）

場会

白川中

福岡中

大平小

斎　川　小

可越

原4

大鷹沢小

健康セ、舛
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国民年金
　2年間に限1）実施されてきまし

た特例納付制度が、今月31）日でい

よいよ締切1）です。

　あなたは将来、年金を受ける二

とができるでしょうか。いま一度

お確かめください。

　この特例納付制度は、国民年金

に加天していないとか、加ス、して

いても保険料を納め忘れていたた

めに、将来年金が受けられない。と

いう方が、未納期間1ヵ月につき

4千円の保険料を納めるこ、とによ

η
、 年金を受けられるようになる

ものです。

　寿命が年マ伸び、世界で亀、ト・！

一レベルの高齢国となった二れか

らの時代に、年金は欠かせなくな

ってきています。

　兼納保険料がありましたら、争

すぐ納めて．安心できる老後を迎

「禿ましょう，

　　わレ1は市役所市民課国民年

盆係（鯉5－2111内線133｝

幼稚園就園奨励費補動

　白石市では幼稚園教育の振興を

はかるため白石市内の公立、証、立：

1
．

ア
・
幼
稚
園 に況園する4歳児．5歳

児乃県護者が負担する又園糾、県

育料について、その世帯一ち所得童

iq　l市民税の課税1の状況に応lr

l早護者尊担を下記のとおり．軽減

hナソ、ます、申請手荒については

浅日圧園する幼稚園を通してお知

らせいたします， ：わしくは市教

育委翼会庶務課へお問台せぐださ

い1豊5－2111内線41．51
※申請する場合、生活保護世帯で

あるときは福祉事務所長の証明そ

の他の世帯は市民税の課税（非課

税）証明書（昭和55年度分）か納税

通知書の写しを添付してください。

※保育料等の減免限度額（年額）

階　　　層　　区　　分

1　生活保護世帯市民税非課税世帯

2　市民税所得割の非課税世帯

市民税所得割の課税額が5，000円以下
の世帯

　　市民税所得割の課税額が1（1，000円4　　以下の世帯

　　市民税所得割の課税額が71），α）1）円
5　以下の世帯

立公

21），Oα）円

20，01）0円な昔

5．000円

私　　　立

90，000円

70，1）00円

4〔），〔）00円

老人医療憂給者証の萸新
　みなさんが使用している老八、医

療費受給者証の有効期限は昭和55

年6月3〔旧までとなっていますの

で更新手続きをして下さい。

　現在使用中の受給者証は7月1

日以降は使用出来ませんので必ず

更新して下さい。

1．手続きに必要なもの

※臼時及び場所

○印鑑

○現在使用中の老入医療費受給者

　証（うぐいす色）

○健康保険証（国民健康保険証も

　しくは社会保険証）

Z．手続きの日程1各会場午前9時

　～12時・午後1時～4時）

名区地

一
四越

斎

六

5　　時

6月23日午前

6月23日午後

G目24日午前

判1器1
福　岡

白　葺

”

〃

白　川

小　原

6目25日午後

6目26日午前

場 斤一戸

越河公民館

備 考

斎川公民館’

犬平公民館

大鷹沢公民館

福岡公民館

〃

下行役：戸斤〔2i3皆｝

第2会議室

欄午後「｝7一

6恥7日午前

6月27日午後

6目28日午前

6月28日午前

6月31）日午前

〃

”

〃

白川公民館

小原公民館

滝上　滝下・尾♂丸ら・山／下
沖・山根

上原・沼・下原・嫌先・六、宮
芹沢・犬網・弥冶郎・西区上
西区下　南区・北区・東区
三注・蔵王D不忘．・川原、干

南町◎田町・ド町・亘理町

新町・西益岡・中益岡
真重岡　匝←町

本郷第一・本郷第二
本郷第三・本郷第四

鷹巣・上郡山・郡山・柳町

中町・長町・清水小路・寿町
小下含
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結婚、離婚，遣産梱続、借地
1昔家、　雇｛庸、　差別f寺モ邑　　強制

圧i旦、私的制執、その池

没所、公社、公団、云庫など
の仕事について不満なことや
希望すること

税金に関すること

健康保険、船員保険、厚生年

金など

日常生活上の困りごと

勉強のしかたや悩み等学習に
関すること、非行又はその恐れ

のある青少年の間題や悩み等

買物苦情や消費生活一般

60歳以上の方の職業斡旋

補聴器の修理、調整など

行政相談員
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白石市字中寺前67－2
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佐　藤三雄
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